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パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト 

京
都
の
名
所
巡
り 

今
年
は
明
治
維
新
百
五
十
周

年
と
い
う
事
で
、
京
都
の
普
段

見
ら
れ
な
い
名
所
旧
跡
や
仏
像
、

絵
画
な
ど
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

あ
れ
こ
れ
観
た
い
も
の
ば
か
り

だ
が
、
そ
の
中
で
も
昨
年
「
あ

さ
が
来
た
」
の
大
同
生
命
を
見

学
し
た
思
い
出
が
あ
り
、
広
岡

浅
子
出
身
の
旧
三
井
家
下
鴨
別

邸
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

バ
ス
は
京
都
植
物
園
の
北
側
に

駐
車
し
た
の
で
、
土
地
勘
の
悪

い
私
で
も
VG
槻
輪
な
ど
で
３

回
も
来
て
、
勝
手
が
わ
か
り
、

一
層
親
し
み
を
感
じ
た
。 

        

す
な
わ
ち
、
こ
の
お
邸
は
糺
の

森
（
た
だ
す
の
も
り
）
に
続
く

下
鴨
神
社
の
南
に
位
置
し
、
こ

の
地
に
三
井
家
の
守
り
神
が
遷

座
さ
れ
、
そ
の
参
拝
の
際
の
休

憩
所
と
し
て
京
都
市
街
地
の
木

屋
町
（
き
や
ま
ち
）
に
あ
っ
た

明
治
13
年
建
築
の
別
邸
を
、
大

正
14
年
主
屋
と
し
て
こ
こ
に

移
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

           

旧
三
井
家
と
は
江
戸
時
代
か

ら
続
く
豪
商
で
11
家
が
あ
り
、

例
の
「
あ
さ
」
の
実
家
は
そ
の

う
ち
の
一
つ
の
出
水
（
小
石
川
）

三
井
家
で
あ
り
、
実
際
に
は
こ

の
下
鴨
別
邸
に
は
起
居
し
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
旧
三

井
家
は
戦
後
の
財
閥
解
体
で
、

こ
の
別
邸
も
昭
和
24
年
に
国

に
譲
渡
さ
れ
、
昭
和
26
年
か
ら

平
成
19
年
ま
で
近
く
に
あ
る

京
都
家
庭
裁
判
所
の
所
長
官
舎

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の

後
整
備
さ
れ
、
近
代
京
都
で
初

期
に
建
設
さ
れ
た
主
屋
を
中
心

と
し
て
、
大
正
期
ま
で
に
整
え

ら
れ
た
大
規
模
別
邸
の
屋
敷
構

え
の
元
の
姿
を
取
り
戻
し
、
良

好
に
保
存
且
高
い
歴
史
的
価
値

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
平
成

23
年
に
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。
ま
ず
眼
に
付
く
の
は

三
階
の
望
楼
だ
が
、
今
回
公
開

は
さ
れ
て
お
ら
ず
残
念
だ
っ
た
。 庭

園
か
ら
見
る
主
屋
や
茶
室
の

眺
め
は
派
手
さ
も
地
味
さ
も
程

よ
く
設
計
さ
れ
、
庭
園
に
立
つ

だ
け
で
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
。

11
月
の
紅
葉
の
頃
、
2
階
3

階
が
公
開
さ
れ
る
の
で
再
度
訪

れ
た
い
。 

三
井
家
下
鴨
別
邸
を
出
る
と
、

糺
の
森
、
下
鴨
神
社
の
森
閑
で

静
寂
な
地
域
に
入
る
と
言
い
た

い
と
こ
ろ
だ
が
、
季
節
も
よ
く

観
光
客
も
多
く
、
そ
の
境
地
に

は
落
ち
入
れ
な
い
。
た
だ
都
会

の
中
に
原
生
林
に
囲
ま
れ
た
こ

ん
な
広
い
敷
地
が
あ
る
と
は
驚

き
で
あ
っ
た
。
幸
い
下
鴨
神
社

の
内
殿
の
一
部
を
見
る
こ
と
が

出
来
た
。
昼
食
は
浄
土
宗
総
本

山
の
知
恩
院
を
横
目
に
見
て
、

和
順
会
館
に
急
い
だ
。
バ
ス
出

発
の
待
ち
時
間
ま
で
、
せ
め
て

美
食
の
恩
返
し
に
御
廟
へ
の
石

段
を
登
り
、
手
を
合
わ
せ
て
き

た
。 

い
よ
い
よ
今
日
第
二
の
本
命
、

京
都
迎
賓
館
の
見
学
で
あ
る
。 

建
物
の
内
部
・
内
装
・
調
度
品
・

壁
画
な
ど
日
本
の
和
の
最
高
技

術
を
極
め
た
作
品
の
集
合
体
で

あ
り
、
ど
こ
を
見
て
も
溜
息
が

で
る
。
庭
は
深
山
幽
谷
か
ら
流

れ
出
る
水
が
注
ぎ
こ
む
広
大
な

池
が
廊
橋
を
挟
ん
で
、
南
北
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。 

片
方
に
は
震
災
の
あ
っ
た
山 

古
志
村
の
錦
鯉
が
泳
ぎ
、
も
う

一
方
に
は
和
舟
（
わ
せ
ん
）
が

浮
か
ん
で
い
る
。
ブ
ー
タ
ン
国

王
夫
妻
が
第
一
番
目
の
接
待
客

だ
っ
た
と
か
。
と
に
か
く
無
粋

な
私
が
説
明
す
る
よ
り
、
皆
様

ご
自
分
の
眼
で
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
確
か
め
て
下
さ
い
。
そ
の

後
、
京
都
御
所
内
の
仙
洞
御
所

を
見
学
し
た
。
京
都
御
苑
の
中

で
京
都
御
所
も
迎
賓
館
も
仙
洞

御
所
も
同
じ
敷
地 

に
あ
る
が
、

な
ん
と
広
い
事
。
バ
ッ
グ
チ
ェ

ッ
ク
を
受
け
る
入
り
口
か
ら
入

り
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

         

仙
洞
御
所
と
は
天
皇
・
皇
后
が

退
位
さ
れ
た
の
ち
、
住
ま
わ
れ

る
所
で
、
明
治
天
皇
以
前
、
退

位
さ
れ
、
住
ま
わ
れ
た
方
が
お

ら
れ
た
の
か
私
に
は
定
か
で
な

い
。
御
所
は
隅
か
ら
隅
ま
で
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
最
高
の
大
き
な

美
術
品
を
見
る
如
く
の
感
覚
だ

っ
た
。 

中
の
紫
宸
殿
で
来
年
皇
太
子

の
天
皇
即
位
の
礼
の
際
に
ご
使

用
に
な
る
高
御
座
・
御
帳
台
（
た

か
み
く
ら
・
み
ち
ょ
う
だ
い
）

を
遠
く
に
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

今
上
天
皇
の
即
位
式
に
は
分
解

さ
れ
、
東
京
に
送
ら
れ
、
戻
っ

て
き
た
の
を
、
今
回
は
こ
の
姿

の
ま
ま
東
京
に
運
ば
れ
る
と
い

う
事
で
こ
れ
も
貴
重
な
チ
ャ
ン

ス
で
あ
っ
た
。 

 

一
日
中
、
日
本
の
歴
史
と
文
化

の
象
徴
の
中
に
い
て
大
満
足
で 

           

し
た
が
、
疲
れ
ま
し
た
。
バ
ス

は
梅
田
解
散
だ
っ
た
が
、
京
都

御
所
で
お
別
れ
し
、
高
槻
に
直

接
帰
っ
て
き
た
。
添
乗
員
に
掛

け
ら
れ
た
言
葉
が
「
こ
の
先
保

険
は
効
き
ま
せ
ん 

」
と
。
ど
こ

か
で
聞
い
た
よ
う
な
．
．
．
わ

が
街
紹
介
の
時
、
会
長
が
事
故

の
杞
憂
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

の
有
効
か
否
か
の
言
葉
か
な
。 

 
 

記
・
写
真
：
上
村
サ
ト
子 

会
員
だ
よ
り 

 

リュウキンカ（立金花） 

2－6 月に咲くキンポウゲ科の黄金色の

花とツヤツヤとした葉と短いながらま

っすぐに立つ茎。まだ寒い頃から咲き始

めるので、そのあでやかな黄色に思わず

立ち止ってじっと見つめる。持ち主はツ

ワブキと説明したが、花は似ているが茎

と葉が違う。水辺や沼に生息と説明にあ

るが最近の栽培種は畑地でもプランタ

ーでも楽しめるようになった。知人とも

花ビラの数について 5枚、いや 7枚とも

話していて、ついに 10枚までみつけた。

さらに調べてみるとみんな正解、ただひ

ときわ黄金色に輝くのは萼片で、約 2㎝

の中心部分が花である。花後、根茎が延

びて夏眠状態になって増える。変種・エ

ゾのリュウキンカ、えんこうそう（猿喉

草）            記：上村サト子 

 
 

写真：神田さん提供 

下鴨神社 

仙洞御所のお庭 

ブータン国王夫妻が 

舟遊びを楽しまれた池 

旧三井家下鴨別邸庭園 


